[Special Issue] Japanese Language Education Designed Based on “Specific Situations” : Development of Writing Learning Material for International Nursing Students: Task Execution by Searching Electronic Health Records for Information by 加藤 林太郎 et al.
 
 ― 1 ―  
 



































































表 1 第 4 課「患者情報を記録する」の構成 
構成 活動内容 
【1】 練習問題①： 電子カルテ内情報の記載箇所に留意した読取・回答 
【2】 練習問題②： 個人プロファイル内情報の専門語彙と平易な表現の比較 
【3】 課 題 ① ： 1,2 の情報を基に「患者情報整理シート」記入 
【4】 見 本 ： 作成した課題①と比較し、形式、内容の正誤を確認 
【5】 解 説 ： 記入時の形式についての解説 
【6】 練習問題③： 記入時の形式についての練習 












事、運動、喫煙、飲酒、排泄、睡眠、ADL 等）」の 10 項目である。この目標を達成する
ため、表 1 のような構成で教材を作成した。以下、この構成に沿ってその概要と作成過程
を述べる。 
3.1 【構成 1～3】電子カルテ・個人プロファイルの読解と情報記入 
【構成 1】では、「患者情報整理シート」の項目に記入すべき情報を電子カルテ内から探
し、記入する練習を設定した。まず看護教員が見本となる電子カルテ（図 1）を作成し、





















 ― 4 ―  
 
図 3 【構成 6】における練習問題（一部） 
3.2 【構成 4～6】記入形式と内容の正誤確認及び解説、練習 












































本研究は、JSPS 科研費 JP19K00744 の助成を受けたものです。 
注 
 1 「看護課程の第 4 段階である実施において用いられる経過記録の様式の一つ。問題志向型看護記
録において開発され、①主観的データ（S）subjective data：患者の訴え、②客観的データ（0）
objective data：観察、検査等、③アセスメント（A）assessment：これらのデータに基づく記録
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